
 

種
類 

電動生ごみ処理機 
生ごみたい肥化容器 

加熱乾燥型 微生物分解型 

特 

徴 
 

 

 
加熱乾燥し減量化する 

 

 
 
形状がコンパクト 
 
脱臭装置の付いた機種では臭いが少ない 
 
電気代がかかる 
 
機種によっては作動音が気になる場合が
ある 

 
微生物の働きなどにより生ごみを発酵・
分解し減量化する 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乾燥型と比べて電気代がかからない 
 
一定期間の熟成により生成物をたい肥と
して利用できる 
 
たい肥化資材の追加投入に費用（ランニン
グコスト）がかかる 

 
微生物の働きなどにより生ごみを発酵・分解し減量化する 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
電気代がかからない 
 
一定期間の熟成により生成物をたい肥として利用できる 
 
手作業によるかくはん（かき回し）など、一定の手間を要
する 
 
設置場所などの条件により工夫が必要となる 

価
格 2～10 万円程度 4～10 万円程度 2 千円～1 万円程度 

減
容
率 

約 6 分の 1 約 10 分の 1 約 10 分の 1 

処
理
に

か
か
る

時
間 1 時間 30 分～9 時間程度 1 日程度 密閉バケツ型 1～2 週間程度 

プラスチック容器、段ボール型 １～３ケ月程度 



  
 
 

            
電動生ごみ処理機の例（乾燥型）           

 
 
 
 
 

 生ごみたい肥化容器（プラスチック型）の例 
 段ボール型もあります 
        
 

      

           

      

およそ６時間後には・・・  

１４０g の生ごみが３０ｇになりました 

 

 

  



 

 

  
 

組み立てたダンポ君本体に竹チップを 
投入し、米のとぎ汁で水分を含ませます。 
三角コーナーなどで水気を切った生ごみ 
をダンポ君に投入します。 
回転させることで生ごみと竹チップがまん 
べんなく混ざり、さらに空気を取り込むこ 
とができるので、微生物が生ごみを分解し 
やすい状態（好気性発酵）にすることがで 
きます。 
 

 
 
 

 

 

～生ごみ処理のいろいろ～ 


